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与の維持血液透析患者 494人（男性 313人、女性 181人）及び、健常対象群 122人（男性 72人、女
性 50人）。透析患者は 2004年 12月に登録し、血清 DHEA-S濃度を測定。総死亡を主要エンドポイン
トとし 5年間観察を行った。 
【結果】 






















対象はステロイド非投与の維持血液透析患者 494名（男性 313名、女性 181名）と、年齢・性に差
のない健常対照群 122名（男性 72名、女性 50名）としている。 
まず、横断的検討により、男女別に血清 DHEA-S 濃度の群間比較を行っており、透析患者での血清










られなかった。血清 DHEA-S 低値と透析患者の死亡や CVD リスクとの関連を解析した報告は過去にな
いため、本研究は世界で最初の報告である。 
本研究は、十分な症例数を集積し、適切な解析方法を用いて、血清 DHEA-S濃度が血液透析患者で
顕著に低下しているということを示し、また、男性血液透析患者においては血清 DHEA-S濃度低値が
独立した予後予測因子であることを明らかにしている。これらの結果は新規性があり、また臨床的に
も意義のあるものであると考えられた。よって本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値すると判
定された。 
